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2026年年間予約購読料
① 2026年 1月号～2026年 12月号＋増刊号： 

 定価 51,040円（本体 46,400円＋税 10％）
② 2026年 4月号～2027年  3 月号＋増刊号： 

 定価 51,040円（本体 46,400円＋税 10％）
・ 増刊号 1冊分を含みます。
・ 送料は前金年間予約購読の方のみ弊社負担です。
・ 送付先変更の節は誌名「周産期医学」と，新旧両方の
送付先をご連絡ください。

 E-mail：hanbai@tokyo-igakusha.co.jp

編　集 周産期医学編集委員会
発行所 株式会社東京医学社
 〒 112-0006　東京都文京区小日向 4-5-16
編集部 Tel：03-5810-1648　Fax：03-5810-1649
営業部 Tel：03-5810-1628　Fax：03-5810-1629
URL https://www.tokyo-igakusha.co.jp

本誌広告取扱い
文栄社　〒 113-0033　東京都文京区本郷 3-9-5
　　　　NK本郷ビル 5階　Tel：03-3814-8541
メディカ・アド　〒 105-0013　東京都港区浜松町 1-12-9
　　　　　　　　第 1長谷川ビル 2階
　　　　　　　　Tel：03-5776-1853
文京メディカル　〒 113-0033　東京都文京区本郷 5-24-6
　　　　　　　　本郷大原ビル 6階
　　　　　　　　Tel：03-3817-8036

〔産　科〕

入山　高行
窪谷　　潔
小谷　友美
関沢　明彦
中井　章人
馬場　一憲
松田　義雄
宮越　　敬
山下　隆博
山本　樹生

〔小児（新生児）科〕

諫山　哲哉
河野　由美
側島　久典
高橋　尚人
中西　秀彦
長谷川久弥
細野　茂春
宮沢　篤生
与田　仁志

〔顧　問〕

板橋家頭夫

猪谷　泰史

大野　　勉

楠田　　聡

小泉　武宣

島田　信宏

鈴木　正利

関根　憲治

多田　　裕

田村　正徳
中林　正雄

名取　道也

樋口　正俊

堀内　　勁

箕浦　茂樹

宮川　智幸

宮原　　忍

編集委員会（各 50音順）

・ 本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・公
衆送信権（送信可能化権を含む）は（株）東京医学社が保有します。

・  〈出版者著作権管理機構 委託出版物〉
 本書の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています。
複製される場合は，そのつど事前に出版者著作権管理機構
（Tel:03-5244-5088，Fax:03-5244-5089，e-mail:info@jcopy.or.jp）
の許諾を得てください。

特集　周産期から広がるファミリーセンタードケア

総論
　新しい時代へ向けたファミリー 
　　センタードケア .................................小田　新
　わが国の新生児集中治療施設での 
　　看護体制からみたファミリー 
　　センタードケア .................................清水　彩
コミュニケーション
　海外のFCCから学ぶ 
　　コミュニケーションの必要性 ..........糸島　亮
　出生前診断と心理的ケア ..................丹羽早智子
　家族と医療者のコミュニケーション 
　　―家族との面会を含めたNICU実践 
　　の視点から― .....................................豊奈々絵
　〈コラム〉家族からの声 ..........................宗田　圭
ベビーフレンドリーホスピタル（BFH）
　BFHとファミリーセンタードケア ...細川さつき
　個人病院での取り組み ..........................秋葉和敬
産前産後の家族への支援
　両親学級，祖父母学級 
　　（グラン子育て教室） ..........................鈴木俊治
　家族が始まる瞬間を支える産科医療： 
　　分娩立ち会いと包括的支援の実践 ...松井雅子

　出生前から家族を支える 
　　プレネイタルビジット 
　　―当院の取り組みから― ..............高橋大二郎
　精神疾患合併妊婦への対応 ..............川野亜津子
NICUでのファミリーセンタードケア
　NICU家族と考える ...........................新貝えりか
　NIDCAPとともに育む―周産期から 
　　家族のその後につながるファミリー 
　　センタードケア― .........................近藤雅楽子
　コロナ禍から学び明日に生かそう .......齋藤香織
　退院支援プランから考える ..............村松佑里香
　新生児リハビリテーションを通して 
　　家族と考える .....................................大城昌平
　母乳育児支援から考える ......................本田義信
地域医療
　赤ちゃんと家族がともに発達し 
　　地域で暮らす力を育む 
　　ファミリーセンタードケア 
　　―NIDCAPとピアサポートを 
　　通した家族支援― .........................内海加奈子
　在宅医療，医療的ケア児から 
　　振り返るFCC .....................................網塚貴介
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